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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレイアンテナ駆動部から電力が供給されるアレイアンテナと、
　前記アレイアンテナの出力アンテナビームに指向性を持たせるビームフォーミング信号
を出力するビームフォーミング生成部と、
　前記アンテナ駆動部及び前記ビームフォーミング生成部を制御すると共に、前記アンテ
ナビームの指向方向を変化させてスキャンを実行するスキャン実行部と、
　前記スキャンの途中で前記アレイアンテナが外部装置からの所定の周波数を受信したと
き、前記外部装置及びその位置を認識し、装置配置関係を判断する位置解析部と、
　前記位置解析部の解析結果に応じて、前記外部装置を伴ったシステム動作モードを選択
するための選択表示情報を出力する表示情報出力部と、
　前記選択表示情報の表示状態に従った前記外部装置の移動位置が特定されたとき、前記
動作モードを実行させるためのコマンドを出力するコマンド出力部を具備したことを特徴
とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記表示情報出力部は、前記選択表示情報として、前記外部装置の機能を表すアイコン
或いはメッセージを画面に表示する情報を出力することを特徴とする請求項１記載の表示
制御装置。
【請求項３】
　前記外部装置の機能を表すアイコン或いはメッセージは、複数であり前記画面への表示
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位置が異なることを特徴とする請求項２記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記外部装置の現在位置から、前記複数のアイコン或いはメッセージのうち所望の機能
のアイコン或いはメッセージが画面上表示位置に対応する位置へ前記外部装置を移動させ
たとき、前記コマンド出力部は前記所望の機能を実行させるためのコマンドを出力するこ
とを特徴とする請求項３記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記外部装置はビデオカメラであることを特徴とする請求項１記載の表示制御装置。
【請求項６】
　アレイアンテナの出力アンテナビームに指向性を持たせるとともに、アンテナビームの
指向方向を変化させてスキャンを実行させ、
　前記スキャンの途中で前記アレイアンテナが外部装置からの所定の周波数を受信したと
き、前記外部装置及びその位置を認識し装置配置関係を判断し、
　前記装置配置関係の解析結果に応じて、前記外部装置を伴うシステム動作モードを選択
するための選択表示情報を出力し、
　前記選択表示情報の表示状態に従った前記外部装置の移動位置が特定されたとき、前記
動作モードを実行させるためのコマンドを出力する動作モード制御方法。
【請求項７】
　前記選択表示情報は、画面上の複数個所で前記外部装置の機能を表す情報を示すことを
特徴とする請求項６記載の動作モード制御方法。
【請求項８】
　前記選択表示情報は、前記外部装置の機能を表すアイコン或いはメッセージを画面に表
示する情報であることを特徴とする請求項６記載の動作モード制御方法。
【請求項９】
　前記複数のアイコン或いはメッセージのうち所望の機能のアイコン或いはメッセージの
表示位置に対応した位置へ前記外部装置を移動させたとき、前記所望の機能を実行させる
ためのコマンドを出力することを特徴とする請求項８記載の動作モード制御方法。
【請求項１０】
　前記コマンドはビデオカメラのムービー再生モード、又はピクチャ再生モードを設定す
るためのコマンドであることを特徴とする請求項９記載の動作モード制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示制御装置及び動作モード制御方法に関するものであり、表示制御装置
自身が外部装置と無線通信を行い、外部装置の移動位置に応じてシステムの動作モードを
自動設定するようにした新規な発明である。
【背景技術】
【０００２】
　近年、家庭内で用いる機器が多数に渡り利用者はそれぞれの機器の操作が煩雑になって
きている。またリモートコントローラが多数存在すると利用者にとってリモートコントロ
ーラの管理が複雑になるために、１つのリモートコントローラを介して各種の機器を操作
するためのシステムが提案されている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　しかしリモートコントローラは各種のボタンや切り替えスイッチが存在し、利用者には
リモートコントローラに関する知識とともに、操作対象となる機器の機能などに関して深
い知識が必要となる。
【特許文献１】特開２００７－２７４１７３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　この発明の目的は、上記の事情に鑑みてなされたもので互いに無線接続して使用する装
置間で、装置と装置の配置位置関係により両者間の動作モードが自動的に決定され、利用
者は単純に装置の配置関係をガイド画面に従って決定すればよいようにした表示制御装置
及び動作モード制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、アレイアンテナ駆動部から電力が供給されるアレイアンテ
ナと、前記アレイアンテナの出力アンテナビームに指向性を持たせるビームフォーミング
信号を出力するビームフォーミング生成部と、前記アンテナ駆動部及び前記ビームフォー
ミング生成部を制御すると共に、前記アンテナビームの指向方法を変化させてスキャンを
実行するスキャン実行部と、前記スキャンの途中で前記アレイアンテナが外部装置からの
所定の周波数を受信したとき、前記外部装置及びその位置を認識し、装置配置関係を判断
する位置解析部と、前記位置解析部の解析結果に応じて、前記外部装置を伴ったシステム
動作モードを選択するための前記装置配置関係の表示情報を出力する表示情報出力部と、
前記外部装置の移動位置が特定されたとき、前記装置配置関係で決まる動作モードを実行
させるためのコマンドを出力するコマンド出力部を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　上記の手段によると、外部装置と表示制御装置の配置関係の表示に応じて、利用者は表
示制御装置と外部装置との配置関係を特定することで自動的に全体の動作モードが決まり
、複雑な操作が不要となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下図面を参照して、この発明の実施の形態を説明する。本発明は、例えばデジタルテ
レビジョン受信装置あるいは情報記録再生装置などに適用可能である。
【０００８】
　図１に示す表示制御装置は、本発明が適用されたテレビジョン受信装置である。チュー
ナ１は、例えばデジタル放送信号を受信し、受信信号を復調し、復調出力をトランスポー
トデコーダ２に供給する。トランスポートデコーダ２で選択された番組の映像データ・音
声データはパケット毎にオーディオビデオ（ＡＶ）デコーディングユニット３に入力され
て復調される。
【０００９】
　ＡＶデコーディングユニット３で復調された音声出力は、出力端子４Ａに出力され、映
像出力は、出力端子４Ｐに出力される。出力端子４Ｐの映像データには、合成回路５にて
、オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）コントローラ６からの映像データが合成される
場合もある。音声出力はスピーカ１７に供給され、映像出力は表示部１８に供給される。
【００１０】
　ＳＤＲＡＭ８は、例えば受信信号のエラー訂正処理などを行うときに、一時的にデータ
を格納する場合に利用される。また、ＥＥＰＲＯＭ９は、例えば装置の機能を実行するプ
ログラムあるいはパラメータなどを保存しておくために利用される。
【００１１】
　１０はメインバスであり、上記のトランスポートデコーダ２、ＡＶデコーディングユニ
ット３、ＯＳＤコントローラ６、ＳＤＲＡＭ８、ＥＥＰＲＯＭ９などに接続されている。
そしてメインバス１０には、装置を統括する制御部１１が接続されている。さらにこの装
置は、バス１０を介して外部機器と接続することが可能である。このためにメインバス１
０には、モデムインターフェース１２ａ，リモコンインターフェース１２ｂ、ＡＴＡＰＩ
インターフェース１２ｃが接続されている。インターフェース１２ｃを介してハードディ
スクドライブ（ＨＤＤ）１３を接続することも可能である。
【００１２】
　トランスポートストリームデコーダ２で分離されたＡＶストリームは、ＡＴＡＰＩイン
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ターフェース１２ｃを介して、ＨＤＤ１３に記録することができる。再生時時には、ＨＤ
Ｄ１３から読み出されたＡＶストリームがＡＶデコーディングユニット３でデコードされ
る。
【００１３】
　ＡＶデコーディングユニット３は、トランスポートストリームからオーディオ信号、ビ
デオ信号を再生することができる。またＤＶＤ規格のオーディオストリーム、ビデオスト
リームからもオーディオ信号、ビデオ信号を再生することができる。また更に他の規格の
信号からオーディオ信号、ビデオ信号を再生できるように構成されていてもよい。
【００１４】
　またメインバス１０には、ＡＶエンコーダ１４が接続され、このＡＶエンコーダ１４は
、映像データを記録媒体に記録するために所定のフォーマット（例えばＤＶＤ規格、トラ
ンスポートストリーム、ベースバンド、その他）に変換することができる。変換されたＡ
Ｖ情報は、例えばＨＤＤ１３に記録される。
【００１５】
　さらにインターフェース１５を介して、ＤＶＤドライブ１６が接続されていてもよい。
そしてＤＶＤ規格の情報は、ＤＶＤドライブ１６を介して光ディスクに記録される、ある
いは光ディスクから再生されるようにしてもよい。制御部１１は、上記した各ブロックを
統括して制御する。
【００１６】
　また制御部１１には、アレイアンテナ駆動部２１が接続されている。アレイアンテナ駆
動部２１はアレイアンテナ２２を駆動する。またアレイアンテナ駆動部２１は、データ変
調、復調部を含むものとする。さらに制御部１１には、アレイアンテナのビームに指向性
を持たせる制御信号を出力するビームフォーミング生成部２３が接続されている。さらに
制御部１１には位置解析部２２が接続されている。位置解析部２４はアレイアンテナ２２
がそのビームの指向性を利用してスキャンを実行している途中で外部装置からの所定の周
波数を受信したとき、外部装置の識別情報及びその位置を認識し、装置配置関係を判断す
ることができる。前記スキャンの実行は、スキャン実行部２４が行う。スキャン実行部２
５は、アンテナ駆動部２１及びビームフォーミング生成部２１を制御すると共にアンテナ
ビームの指向方法を変化させてスキャンを実行する。ビームフォーミング生成部２３、位
置解析部２４は制御部１１の外部に図面で示されているが制御部１１の内部に取り込まれ
ていてもよい。またスキャン実行部２５は、制御部１１の内部に記載されているが、制御
部１１の外部に設けられていてもよい。
【００１７】
　図２には上記した表示制御装置１００に対して外部装置を示している。この外部装置は
、例えばハイビジョンカメラである。本発明はハイビジョンカメラに限らずＤＶＤ録再装
置、デジタルカメラなどの各種の外部装置が可能である。
【００１８】
　図２は、ハイビジョン・ビデオカメラ２００は、画像取り込み部２０１、信号処理部２
０２、表示部３０３、記憶部２０４、及び制御部２０５を備えている。
【００１９】
　画像取り込み部２０１は、レンズ２１１、撮像素子２１２、アナログデジタル（Ａ／Ｄ
）変換部２１３、制御部２１４を備えている。レンズ２１１から取り込まれた被写体像は
、撮像素子２１２（例えばＣＣＤ撮像素子）の結像面に結像させる。被写体像は、ここで
電気信号に変換されアナログデジタル（Ａ／Ｄ）変換部２１３によりデジタル信号（映像
データ）に変換され、後段の信号処理部２２１に入力する。撮像部の制御部２１４は、制
御部５００からの制御信号に応じてズーム調整、自動アイリス調整（ＡＥ）、自動フォー
カス調整（ＡＦ）、フラッシュ制御等を行うことができる。
【００２０】
　信号処理部２０２は、信号処理部２２１、メモリコントローラ２２２、画像圧縮・伸張
処理部２２３、ワークメモリ２２４、及びメモリ２２５を備えている。信号処理部２２１
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では、画像取り込み部２０１からの被写体像のデジタル信号に対してガンマ補正、色信号
分離、ホワイトバランス調整等が行われる。通常の撮影状態で撮影開始操作がなされてい
ないときは、信号処理部２２１からの映像データは、メモリコントローラ２２２を介して
画像表示処理部２０３に入力される。撮影開始操作がなされると、映像データは、画像圧
縮・伸張処理部２２３において、記憶部２０４に格納する為に画像圧縮（例えばＭＰＥＧ
／ＪＰＥＧ方式による圧縮）が施される。
【００２１】
　ワークメモリ２２４は、例えば、画像データを編集したり、サムネイル画像を作成した
り、画像の順番の入れ替えをするときに利用される。さらには、各種のアイコンを編集す
る場合にも利用される。このワークメモリ２２４は、１画面分の画像データ或は複数画面
分の画像データを保存することができる。このワークメモリ２２４に保存されている映像
データは、メモリコントローラ２２２を介して画像表示処理部２３１に入力される。
【００２２】
　表示部２０３は、画像表示処理部２３１、及び液晶モニタ２３２を備えている。画像表
示処理部２３１は、受信した映像データを液晶モニタ２３２に表示する為の変換処理及び
メニューなどの各種の表示パーツ（アイコンなど）を合成するＶｉｄｅｏ　ＯＳＤ合成を
行い、液晶モニタ２３２に供給する。液晶モニタ２３２は、受信した映像データを逐次表
示する。これにより、撮像中の画像、あるいはスタンバイ状態で狙っている被写体画像が
液晶モニタ２３２に表示される。
【００２３】
　記憶部２０４は、記憶メディアＩｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕｔ（Ｉ／Ｏ）２４１を備えてい
る。記憶メディアＩ／Ｏ２４１には、ハードディスク（ＨＤＤ）２４２、若しくは半導体
メモリ２４３などの記憶媒体が装着される。記憶メディアＩ／Ｏ２４１に装着されている
記憶媒体には、制御部２０５による制御に基づいて、映像データが格納される。また、制
御部２０５による制御に基づいて、記憶メディアＩ／Ｏ２４２に装着されている記憶媒体
に格納されている映像データが読み出された場合、映像データは、画像圧縮・伸張処理部
２２３において伸張処理され、メモリコントローラ２２２を介して画像表示処理部２３１
に入力される。即ち、再生画像が液晶モニタ２３２に表示される。なお、記録メディアと
しては、上記のものに限定されず、例えば光ディスク（ＤＶＤ）などであってもよい。
【００２４】
　制御部２０５は、システム制御部２５１を備えている。システム制御部２５１は、ハイ
ビジョン・ビデオカメラ全体の動作を制御するものであり、ＣＰＵ、ＣＰＵの作業領域と
して機能するＲＡＭなどのバッファメモリ、ＣＰＵが実行する種々のプログラムや制御デ
ータなどが記憶されているＲＯＭなどのプログラムメモリなどから構成される。システム
制御部２５１では、ＣＰＵがプログラムメモリに記憶されているプログラムを実行するこ
とにより種々の機能を実現している。
【００２５】
　また、ハイビジョン・ビデオカメラは、操作部２０７、リモコン受信部２０８、外部イ
ンターフェース２０９、音声Ｉ／Ｏ３０１、マイク３０２、及びスピーカ３０３を備えて
いる。
【００２６】
　操作部２１は、外部からの操作入力を受け取る為のものであり、図１に示した各種のボ
タン、またはスイッチの総称である。リモコン受信部２２は、外部の図示しないリモート
コントローラによる操作入力を受信するためのものである。制御部２０５は、操作部２０
７及びリモコン受信部２０８により受信した操作入力を装置全体に反映させるように制御
している。
【００２７】
　さらにこの装置は、アレイアンテナ４０１、アレイアンテナ駆動部４０２、ビームフォ
ーミング生成部４０３、コマンド解析部４０４を備える。コマンド解析部４０４は、シス
テム制御部２５１の内部であってもよい。またアレイアンテナ駆動部４０２は、データ変
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調、復調部を含むものとする
　ビームフォーミング生成部４０３は、アレイアンテナ４０１のビームに指向性を持たせ
る制御信号を出力している。この制御信号に基づいてアレイアンテナ駆動部４０２がアレ
イアンテナ４０１を駆動する。コマンド解析部４０４は、アンテナを通じて受信された信
号からコマンドを解析し、システム制御部５２１とともにこのハイビジョンカメラの動作
モードを設定する。
【００２８】
　図３には、図１と図２で示したこの発明の要部を取り出して示している。各ブロックに
は図１及び図２と同じ符号を付している。
【００２９】
　図４は本発明の装置の動作を示す説明図である。いまハイビジョンカメラ２００の静止
画（ピクチャー）若しくは動画像（ムービー）のデータをテレビジョン受信機１００で観
賞する場合を想定する。まず例Ａに示すように装置同士の相互認証が行なわれ無線接続を
完了させる。
【００３０】
　ハイビジョンカメラ２００は、その機能を表す表示データ（アイコンデータ）を送信す
る。すると表示制御装置１００は、機能を示すアイコンを画面に表示する。例Ａでは、ピ
クチャーアイコンが左側に示され、ムービーアイコンが右側に示されている。このことは
、ハイビジョンカメラ２００が、ピクチャ再生機能と、ムービー再生機能をもつことを示
している。次に、利用者が、ハイビジョンカメラ２００を例Ｂ１に示すように左側に移動
させると、このハイビジョンカメラ２００と表示制御装置１００との配置関係が先の位置
解析部２４により解析される。
【００３１】
　この解析では、ビームスキャン動作と、ハイビジョンカメラ２００からの送信信号の受
信状況を判定することで、ハイビジョンカメラ２００が表示制御装置１００に対してどの
位置に移動したかを判定している。
【００３２】
　制御部１１は、ハイビジョンカメラ２００が例Ｂ１に示す位置に移動した場合、ピクチ
ャ再生を実行するように、ハイビジョンカメラ２００に対してコマンドを送信する。する
と、ハイビジョンカメラ２００は、ピクチャ再生モードに移行し、再生するピクチャコン
テンツをテレビジョン受信装置１００（表示制御装置１００）へ送信する。テレビジョン
受信装置１００（表示制御装置１００）は、ピクチャ再生モードを実行する。
【００３３】
　逆に、図４の例Ｂ２に示すように、ハイビジョンカメラ２００が移動されると、表示制
御装置１００との配置関係が先の位置解析部２４により解析される。この場合は、動画像
再生モードに移行する。つまり表示制御装置１００はハイビジョンカメラ２００の位置を
解析し、動作再生を行なうようにコマンドを送信する。するとハイビジョンカメラ２００
は動画再生モードに移行して、コンテンツの送信を開始する。表示制御装置１００は無線
を通じてコンテンツを受信し、表示部に表示する。
【００３４】
　　図５には、上記した表示制御装置１００のアレイアンテナか送出されるアンテナビー
ムの電界パターンの例を示している。本発明で利用される無線機器は同じ特性を持つアン
テナを複数並べ、励振をずらしたその位相差を利用して所望の方向へビームを向けること
を可能とするアレーアンテナを具備する。例えば、３つの素子が等間隔に一直線にあり、
半波長で励振する場合、それぞれの素子から励振される波が重複するところでは振幅が増
大し、あるところでは波が重ならないためビームが形成されない、またそれぞれの波が影
響を与えることによってビームが弱まるところがある。図５の例では、上下正面方向に強
いビームが形成される。ここでは基本的な素子が３つの場合の例を挙げたが、この特性を
利用し、アンテナ素子の実装位置、そして複数素子を実装することで位相をずらした励振
を行い、より精度の高いビームを成形することができ、より通信の相手の無線機器へ向い
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たビームを成形することが出来る。
【００３５】
　ミリ波を利用した無線通信方式の代表として例えばワイヤレスＨＤがあり、ハイビジョ
ンカメラの移動による変動量は、ワイヤレスＨＤの上記したビームフォーミングの機能を
応用することで得る。ハイビジョンカメラを移動させることにより形成する無線通信路の
ビームの形状が変化し、それを解析することでハイビジョンカメラがどちら側へ移動した
かを検知し、ＴＶモニタ（表示部）へ適切なガイド画面をユーザーに提供することが出来
る。無線機器がより精度の高いビームを放射可能であれば、モニター上に２つ以上の選択
肢をユーザーに提供することができる。
【００３６】
　図６に本発明の装置に関するフローチャートを示す。無線機器Ａ（テレビジョン表示制
御装置１００）と無線機器Ｂ（ハイビジョンカメラ２００）が通信をしている時（ステッ
プＳ１）、無線機器Ａがある選択肢（アイコン）をモニターに表示する（ステップＳ２）
。それを目視したユーザーはその画面表示に従って無線機器Ｂの現在設置されている位置
から希望の選択肢（アイコン）の方向へ移動させる（ステップＳ３）。移動により通信経
路のビーム方向が変化していき（ステップＳ４）、そのビーム方向の傾きの変化、すなわ
ち位相の差の状況を解析することにより無線機器Ａに対して相対的に無線機器Ｂがどちら
の方向へ移動しているかを理解する（ステップＳ５）。つまり装置間の配置関係を判定す
る。もし解析に失敗した場合は、あらためて無線機器Ｂを移動させビームの変化を再解析
させる（ステップＳ６）。解析に成功した場合、無線機器Ｂの移動方向に即して無線機器
Ａへユーザーが選択した選択肢をモニタへ出力しユーザーへ伝える（ステップＳ７）。
【００３７】
　上記の説明では、利用者の選択肢をアイコンで図４の如く表示した。しかしこれに限ら
ず、利用者を音声でガイドしてもよいことは勿論である。また音声とモニタ画面の両方で
利用者を案内してもよいことは勿論である。
【００３８】
　さらに図７（Ａ）に示すように、テレビジョン表示制御装置１００の配置位置ＴＶと、
ユーザが選択できる選択肢の位置、ピクチャー再生モード、ムービー再生モード、録画モ
ードの各位置Ｂ１，Ｂ２、Ｂ３を平面的に表示してもよい。
【００３９】
　ここで例えば、利用者がムービー再生モードを選択し、このモードが設定されたとき、
図７（Ｂ）に示すようにタイトル選択（或いはチャプター選択）のためのメッセージとタ
イトル番号（あるいはタイトル名）が表示されてもよい。
【００４０】
　上記の例は、ハイビジョンカメラ２００とテレビジョン表示制御装置１００の例を示し
たがハイビジョンカメラ２００に限らず、デジタルカメラであってもよい。最近のデジタ
ルカメラには、静止画の撮影の他、短い時間の動画を録画できるものがあるので、このデ
ジタルカメラに本発明を適用できる。また、ゲーム機にも上記した無線通信システムを適
用してもよい。ゲームを開始する前に、テレビジョン表示制御装置に自動的にゲーム機を
認識させて、図７（Ｂ）に示したようにタイトルの変わりにゲームの種類を選択させるま
では、本発明を適用できることになる。なお、ハイビジョンカメラ２００にもスキャン実
行部、位置解析部を設けて活用してもよいことは勿論である。
【００４１】
　上記したようにこの発明によると、互いに無線接続して使用する装置間で、装置と装置
の配置位置関係により両者間の動作モードが自動的に決定され、利用者は単純に装置の配
置関係をガイド画面に従って決定すればよい。
【００４２】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
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施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】この発明が適用されたテレビジョン表示制御装置の構成例を示す図である。
【図２】この発明が適用されたハイビジョンカメラの構成例を示す図である。
【図３】この発明の要部を取り出して示す図である。
【図４】この発明の装置の使用例を説明する説明図である。
【図５】この発明の装置によるアンテナビームの説明図である。
【図６】この発明装置の動作例を示すフローチャートである。
【図７】この発明の他の例を示す図である。
【符号の説明】
【００４４】
１００・・・テレビジョン表示制御装置、１１、２５１・・・制御部、２１、４０１・・
・アレイアンテナ駆動部、２２、４０１・・・アレイアンテナ、２３、４０３・・・ビー
ムフォーミング生成部、２４・・・位置解析部、２５・・・スキャン実行部、
４０４・・・コマンド解析部。

【図１】 【図２】
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